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J –PARC/ MLF/ Muon Science Establishment (MUSE)では世界最高強度のパルス状ミュオンを用いた実験が展開されている。

2014 年 2 月の時点では固定標的方式を採用しているが、3GeV 陽子ビームによる黒鉛材の損傷によって 1MW の運転時には

寿命が約半年になると予想されている。大強度のミュオンビームを安定に供給するためには、長寿命の標的の開発が必要と

される。長寿命化（10 年程度）のための回転標的の導入を目指し、固体潤滑材を用いた軸受を真空、高温中で回転できる評

価試験機、実際のビームラインに導入する実機試作機を製作し、ほぼ実機と同様の環境において長時間の試験を行い安定

にビーム供給を行える目処を得た。2013 年 9 月の回転標的レビュー委員会においてビームライン導入は妥当であるとの答申

を受けた。しかしながら、実際のビームライン導入のために必要となる調整作業の時間的制約等を考え、2014 年 2 月から 6

月の間においては固定標的方式による継続運転を行う事とした。運転継続に伴い、より実際の条件に近い固定標的の安全

評価を行い、現実的な範囲において問題が無い事を確認した。さらに標的の破損等に備えてインターロックの強化を行い、こ

れにより、安全な運転を開始した。また並行して、大阪大学を中心とした DeeMe 計画[1,2] におけるシリコンカーバイド回転標

的を設置する計画の検討を開始している。 

今回は、固定標的の運転、開発状況、回転標的の開発状況を始めとしたミュオン生成標的の現状に関して報告を行う。 
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